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安心できる居場所
高知・戸田　翔梧
　「君たちの一生懸命にプレーする姿やかがやく笑顔が、この社会を明るくします。これからもがんばってください。」先日、僕は近くの町で開催されたソフトボール大会に参加した。その開会式で挨拶をした町長さんにかけられた言葉だ。僕は小学二年生からスポーツ少年団に入って、ソフトボールをやっている。大好きな仲間達と大好きなソフトボールをする放課後や休日が僕の大好きな時間である。
　犯罪や非行、悪い事をすれば警察に捕まって刑務所に入る。それは、誰でも知っている事だ。僕の好きな刑事ドラマでは犯人を捕まえたら、一件落着だ。その先にある物語を、僕は考えた事がなかった。それは、今まで犯罪や非行が自分にとって身近な物でなく、テレビやニュースの世界の中で起こっているという認識があったからだと思う。今回この作文を書くにあたり初めて罪を犯してしまった人達のその後の生活を考え、その中で更生を支えている人達の存在を知った。
　母が大学の先生に教えてもらった話では、「犯罪とは、お金の事や感情の事など、何らかの目的を持ってする」という考えから「仕事」ととらえ、非行は目的よりそれ自体を楽しんでいるから「遊び」ととらえるという考え方もあるそうだ。僕がこれまでぼんやりと、とらえていた悪い事にもそんな考えがあることにおどろいた。しかし仕事と考えても遊びと考えても、人を傷つけたりだましたりする事は絶対にゆるされない事だと思う。たとえ事情があったとしても傷ついた人は確実いるのだから。今までは、悪い人が捕まると世の中は安心だと思っていた。しかし、罪を犯した人も何らかの処分を受けた後は地域社会に戻り、社会の一員として生きていくのだ。僕達のそばにも、復帰した人がいるかもしれないと思うと正直複雑な思いになった。
　ある日僕は、家の前で朝練をしていて、となりのおじさんがいつものように車に乗って通りかかった。「おはよう」おじさんから挨拶をしてくれたのに、つい僕は、無視をしてしまった。練習が思うようにいかなくてイライラしていたからだ。後になってその事が気になって仕方がなかった。「おじさん、ムカッとしたよな、ごめんなさい。」と何度も考えた。なんであの時…と反省し後悔した。そして自分の中に、イライラすると人の事を考える余裕がなくなる自分がいるんだ。という事に気が付きドキッとした。もしかしたら犯罪非行をした人も始まりは同じかもしれない。もしかしたら僕が感じたように「どうしてあの時」と後悔したり、謝罪の気もちでいっぱいの人もいるかもしれない。この事がしばらく心にひっかかっていた。
　そんな時参加した近くの町のソフトボール大会で、町長さんから「社会を明るくする」という言葉があった。意識して周りをよく見てみると、ユニフォームを着ていないおじさんやおばさん達が二十人ほどいた。その方達の中には、保護司さんといって、地域の事情にくわしい方が、更生保護という人の立ち直りを支える活動をされていると聞いてびっくりした。自分の近くにも犯罪や非行をした人はいて、その人達の立ち直りを支える人も大勢いるという事に気付いたからだ。
　試合後、保護司さんと話す機会があり、
「スポーツに一生懸命になれるという事は、すごく幸せな事です。お父さんお母さんに感謝してくださいね。」
と声をかけられた。今まで家族の協力に感謝した事はあったけれど、スポーツに熱中できる事をめぐまれていると思った事は、無かったかもしれない。夢中になれるものがあり、それを支え応援してくれる家族がいる事のありがたさを心から感じた。また、チームメイトが「翔梧がおったら大丈夫や。」「たのむで。」と言ってくれるから、僕は、必要とされているうれしさを感じ、ずっとここにいたいと思える居場所を見つける事ができたと思う。保護司さんの活動は、まさにこのように、つみをつぐなった人が再び社会で生きていくための安心できる居場所作りなのではないかと思う。安心できる居場所がある事で、誰もが社会を明るいものと感じる事ができるのではないだろうか。
　今僕は、毎朝「おはようございます。」と元気に挨拶しようと心に決めて朝練している。となりのおじさんには、「あの時はごめんね」の気持ちをそえて。
　社会を明るくするために、今僕にできる事。それは、一生懸命プレーする事、支えてくれる家族や地域の方々に感謝し言葉で伝えていく事。誰もが安心できる居場所づくりを考えてくださる保護司さんの活動を、もっと学んで、広めていく事。いつか僕も社会を支えられる人になれるように、毎日を輝く笑顔で過ごしたい。
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